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更新計画については、市が行い工事等は業者に委託。
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指標名 単位 年度 H22（2010） H23（2011） H24（2012） H25（2013） H26（2014）

老朽管更新事業老朽管更新事業老朽管更新事業老朽管更新事業

開始年度 2004 終了年度 2012

目的 衝撃に弱い石綿管を強靭なダクタイル鋳鉄管に布設替して破裂、漏水を減少させることで、水を安定的に供給する。
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事業名

部署名 上水道課

石綿管延長L=122.46kmのうち、更新済延長Ｌ＝121.16km（H21末現在）

事業コード

2082

概要

法令
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活動指標

民間等委託（全部）現在

指標名 単位 年度 H22（2010） H23（2011） H24（2012） H25（2013） H26（2014）

成果指標

水道事業会計

単独事業

普通建設事業費

総
合

計
画

体
系

総
合

計
画

体
系

総
合

計
画

体
系

総
合

計
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体
系

基本施策
体系

重点施策
体系

工事延長 目標値 0.50.50.50.5 0.50.50.50.5 0.30.30.30.3 0.20.20.20.2 0.20.20.20.2KM

実績値 0.20.20.20.2 0.20.20.20.2

老朽管の更新率 ％ 目標値 99.499.499.499.4 99.699.699.699.6 99.799.799.799.7 99.899.899.899.8 100100100100

計算
根拠

石綿管施工済延長／石綿管総延長

実績値 99.199.199.199.1 99.399.399.399.3

達成率
（％）

99.799.799.799.7 99.799.799.799.7

実数値 121539/12220121539/12220121539/12220121539/12220
4444

ランク AAAA ＡＡＡＡ

都市機能の充実したまちづ
くり

安全なおいしい水を安定供
給する

上水道

基本目標 属性 基本施策

上水道の整備

実施施策

5061

H23事業名 老朽管更新事業 2082
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【廃止可能性】
　ある場合、当該事業の廃
　止は可能ですか。

【競合】
　国、県、または民間のサー
　ビスと競合している事業は
　ないですか。

【ニーズ】
　住民等のニーズは十分に
　ありますか。

市民は水道水の安定供給をのぞんでいる。根
拠

事業名

主体

必
要

性

【行政関与】
　行政が実施すべき事業で
　すか。

水道事業者（市）が実施しなければならない。根
拠

根
拠

有
効

性
効

率
・
効

果

【コスト削減】
　今以上に、コストを削減す
　る余地はありますか。

【財源確保】
　今以上に、財源を確保す
　る方法はありますか。

【成果向上】
　今以上に、成果を向上させる
余地はありますか。

ある

はい

ない

なし

ない

ない

【統廃合可能性】
　ある場合、当該事業の統
　廃合は可能ですか。

【類似重複】
　本市の事務事業の中で、
　目的や概要が類似する事
　務事業はないですか。

事業名

所管課

根
拠

ない

必要最小限の費用で実施している。根
拠

施行箇所の関係で、管路更新の補助が受けられない。

根
拠

最小限の費用で実施しているため、これ以上無理である。
根

拠

計画的に石綿管を鋳鉄管に更新する。

維持維持維持維持

平
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2
4
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み

【平成25年度　方向性】

石綿管の残延長がわずかであるため、全更新が済むま
で継続。

平
成
2
5
年

度
計

画

【平成24年度　方向性】 維持

取組選択
年度

実施状況

H22（2010） H23（2011） H25（2013）H24（2012） H26（2014）
不可能 不可能－

－ 未実施 未実施

不可能

【H25提案型市民主役オープン事業実施】 不可能 〈不可能選択理由〉

その他

H23事業名 老朽管更新事業 2082
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